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プレコンセプションケア日米合同カンファレンス
利益相反状態の開示
筆頭演者氏名： 甲賀かをり

所属： 東京大学大学医学系研究科

私の今回の演題に関連して、
開示すべき利益相反状態はありません



甲賀かをり
1996年 千葉大学卒業 東京大学医学部附属病院産婦人科初期研修医

2003年 東京大学大学院医学系研究科 博士課程修了

「子宮内膜症の基礎的臨床的研究」

2006年 豪州 Prince Henry Institute, 米国 Yale University

「早産・妊娠高血圧症候群の研究」

2008年 東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科 助教

2013年 東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科 講師

2014年 東京大学大学院医学系研究科 産婦人科学講座 准教授

日本産科婦人科学会産婦人科専門医／指導医、日本産科婦人科内視鏡学会技術認定医、日本内視
鏡外科学会技術認定医、日本生殖医学会生殖医療専門医、日本内分泌学会内分泌代謝科専門医／
指導医、日本女性医学学会認定女性ヘルスケア専門医、ロホット支援下手術術者資格 (da Vinci 
certificate) 



女性ヘルスケア背景

🇯🇵
職域における

プレコンセプションケア
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内閣府: “平成30年版 少子化社会対策白書”. をもとに講師作成
https://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/whitepaper/measures/w-2018/30webhonpen/html/b1_s1-1-3.html ［2020.5.5閲覧］

国立社会保障・人口問題研究所: “人口統計資料集(2017改訂版)”. をもとに講師作成
http://www.ipss.go.jp/ ［2020.5.5閲覧］

平均出産年齢・初婚年齢 年次推移 1950‒🇯🇵



妊娠希望
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プレコンセプション期間の延長



内閣府男女共同参画府:“男女共同参画白書 令和元年版”. より転載
http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r01/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-02-03.html. [2020.4.16閲覧]

女性の就労率 年次推移 1978‒ 🇯🇵
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プレコンセプション期間とキャリア形成期の重なり



妊娠希望

10
歳

20
歳

30
歳

40
歳

初
経

今

プレコンセプション期間のさらなる延長
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就労女性をターゲットとした
啓発が有用
→職場？

プレコンセプション期間のさらなる延長



労働人口に占める女性割合年次推移 1985‒🇯🇵

出典：内閣府男女共同参画府



労働人口に占める女性割合年次推移 1985‒🇯🇵

約45%は女性

出典：内閣府男女共同参画府



労働人口に占める女性割合年次推移 1985‒🇯🇵

約45%は女性

出典：内閣府男女共同参画府

企業において
女性の健康への関心が向上



働く女性の健康への関心の高まり

Tanaka E, Momoeda M, Osuga Y et al. J Med Econ 2013: 16: 1255-より作成



働く女性の健康への関心の高まり
2016年 女性活躍推進法

2016年1月 日本政策医療機構
「働く女性の健康増進に関する調査結果」

2018年3月 日本政策医療機構
「働く女性の健康増進に関する調査2018」

2018年7月 経済産業省ヘルスケア産業課
「健康経営における女性の健康の取り組みについて」

2018年8月 日本産業衛生学会政策制度委員会
「働く女性の健康確保を支援するために」
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ヘルスリテラシー高低群×
PMS（月経前症候群）や月経随伴症状時の仕事のパフォーマンス (n=2000)
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日本政策医療機構「働く女性の健康増進に関する調査2018」
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ヘルスリテラシーが高いほど
月経関連の症状があるときの
仕事のパフォーマンス高い
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ヘルスリテラシーを高める
企業のインセンティブ

ヘルスリテラシーが高いほど
月経関連の症状があるときの
仕事のパフォーマンス高い
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働く女性の健康へに対する関心の高まり



働く女性の健康に対する関心の高まり



プレコンセプションケア
✕

職場での啓発

実際の取組み



プレコンセプションケア
✕

職場での啓発

🇯🇵

日本医療研究開発機構AMED
女性の健康の包括的支援実用化研究事業

「プレコンセプションの女性に着目した疾患予防に関する総合的ケアの確立」
での取り組み



産婦人科医による企業での対面双方向性講義



講義時に配布したパンフレット



講義前でのアンケート調査



スマートフォン等で閲覧できる動画を用いたEラーニング

今、未来、そして次世代のための女性の健康
～あなたや企業が明日からできること～

2019年度AMED（日本医療開発機構）「女性の健康の包括的支援実用化研究事業ーwise」
妊孕能低下予防・妊娠合併症リスクの低減を目指した

プレコンセプション女性に対する包括的支援プログラムの開発

医学博士 産婦人科医師 甲賀かをり
公衆衛生学修士 助産師 今村優子

制作協力

調査協力

大塚製薬株式会社 株式会社カラダメディカ 株式会社エス・エム・エス
株式会社エムティーアイ 株式会社リンケージ

朝日生命保険相互会社 株式会社ニトリホールディングス 大和証券グループ本社
コニカミノルタ株式会社 株式会社ミュゼプラチナム
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知識定着・行動変容評価
内容・形式の最適化

効果的教育プログラムの開発へ

スマートフォン等で閲覧できる動画を用いたEラーニング



プレコンセプションケア
✕

職場での啓発

J多くの企業が女性の健康問題に注目
J女性活躍支援

K管理職層へのアプローチの必要性
K男性プレコンセプションの啓発
K啓発後の受け皿（産婦人科医？）
Kエビデンスの不足

機運 課題
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